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１

　

不ふ

吉き
つ

な
響ひ

び

き
を
持
つ
音
が
、
朝
の
大
気
を
震ふ

る

わ
せ
た
。

　

第
一
一
航
空
艦
隊
の
将
兵
が
何
度
と
な
く
耳
に
し
た
、
空

襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
だ
。

「
敵
ら
し
き
編
隊
を
探
知
。
位
置
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
よ
り

の
方
位
三
〇
度
、
五
〇
浬カ

イ
リ。
敵
は
ル
オ
ッ
ト
に
向
か
う
公

算
大だ

い

な
り
。
戦
闘
機
隊
は
直た

だ

ち
に
発
進
、
迎
撃
せ
よ
」

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
の
司
令
部
か
ら
、
ル
オ
ッ
ト
島
の
飛
行

場
に
駐
留
す
る
第
二
〇
四
航
空
隊
に
緊
急
命
令
が
送
ら
れ
た
。

　

今
年
―
昭
和
一
八
年
二
月
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
に
設
置

さ
れ
た
二
一
号
電
波
探た

ん

信し
ん

儀ぎ

が
敵
影
を
捉と

ら

え
た
の
だ
。

「
搭
乗
員
整
列
！
」

　

力
強
い
号
令
が
か
け
ら
れ
た
。

　

飛
行
服
に
身
を
固
め
、
空
襲
に
備
え
て
い
た
二
〇
四
空
の

搭
乗
員
が
、
指
揮
所
の
前
に
整
列
し
た
。

　

第
二
〇
四
航
空
隊
は
昨
年
一
二
月
、
基
地
航
空
隊
の
大
規

模
な
編
成
替
え
が
実
施
さ
れ
た
と
き
、
第
四
航
空
隊
が
改
称

さ
れ
た
部
隊
だ
。

　

昨
年
九
月
、
タ
ラ
ワ
が
米
軍
の
手
に
落
ち
た
と
き
か
ら
、

最
前
線
の
ク
ェ
ゼ
リ
ン
で
戦
い
続
け
て
い
る
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
に
展
開
す
る
第
二
〇
一
航
空
隊
、
第
二

五
一
航
空
隊
と
並
ん
で
、
帝
国
海
軍
で
も
最
も
豊
富
な
実
戦

経
験
を
持
つ
戦
闘
機
隊
と
言
っ
て
よ
い
。

　

駐
機
場
に
は
、
既す

で

に
零れ

い

戦せ
ん

三
七
機
が
敷
き
並
べ
ら
れ
、
中

島
「
栄さ

か
え」
一
二
型
エ
ン
ジ
ン
が
、
暖
機
運
転
の
音
を
立
て
て

い
た
。

「
発
見
さ
れ
た
目
標
の
位
置
、
方
位
か
ら
判
断
し
て
、
敵
は

空く
う

母ぼ

機
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
全
員
、
心こ

こ
ろし
て
当
た
れ
」

　

令れ
い

達た
つ

台だ
い

に
立
っ
た
司
令
の
杉す

ぎ

本も
と

丑う
し

衛え

大
佐
が
慌あ

わ

た
だ
し
く

指
示
を
与
え
る
と
、
搭
乗
員
た
ち
が
ざ
わ
め
い
た
。

　

昨
年
九
月
の
第
一
次
ギ
ル
バ
ー
ト
沖
海
戦
以
後
、
米
軍
の

空
母
は
前
線
に
姿
を
見
せ
て
い
な
い
。

　

タ
ラ
ワ
に
飛
ん
だ
偵
察
機
が
空
母
を
発
見
し
た
こ
と
は
あ

る
が
、
大
き
さ
や
形
状
か
ら
、
商
船
を
改
装
し
た
特
設
空
母
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と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　

レ
キ
シ
ン
ト
ン
級
や
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
級
の
よ
う
な
正
規
空

母
が
前
線
に
出
現
す
る
の
は
、
早
く
て
今
年
―
昭
和
一
八

年
の
末
頃
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

　

だ
が
敵
空
母
は
、
予
想
よ
り
半
年
早
く
姿
を
現あ

ら
わし
た
。

　

米
軍
の
戦
力
再
建
は
、
日
本
軍
の
想
像
よ
り
も
早
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

「
過
去
の
戦
例
か
ら
考
え
、
敵
は
二
機
一
組
で
こ
ち
ら
の

一
機
に
か
か
っ
て
来
る
。
各
員
は
極

き
ょ
く

力り
ょ
く

僚り
ょ
う

機き

と
離
れ
ず
、

小
隊
単
位
で
敵
と
当
た
る
よ
う
留
意
せ
よ
」

　

杉
本
司
令
に
代
わ
り
、
飛
行
長
の
清き

よ

川か
わ

義よ
し

秀ひ
で

中
佐
が
細
か

い
注
意
を
与
え
た
。

　

飛
行
隊
長
判は

ん

沢ざ
わ

幸ゆ
き

彦ひ
こ

少
佐
が
「
か
か
れ
！
」
を
下か

令れ
い

し
、

搭
乗
員
が
一い

っ

斉せ
い

に
駐
機
場
へ
と
駆
け
出
す
。

　

慌
た
だ
し
く
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
滑
り
込
み
、
暖
機
運
転
を
終

え
た
機
体
が
滑
走
路
に
移
動
す
る
。

　

日
本
時
間
の
午
前
六
時
二
六
分
（
現
地
時
間
午
前
九
時
二

六
分
）、
清
川
が
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
旗は

た

を
振
っ
た
。

　

判
沢
が
直じ

き

率そ
つ

す
る
第
一
小
隊
の
四
機
が
、
土つ

ち

埃ぼ
こ
り

を
巻
き

上
げ
な
が
ら
離
陸
し
た
。

　

従
来
、
艦か

ん

戦せ
ん

隊
は
三
機
を
一
個
小
隊
と
し
、
三
個
小
隊
で

一
個
中
隊
を
編
成
し
た
が
、
昨
年
一
二
月
よ
り
米
軍
の
編
隊

空
戦
に
対
抗
す
る
た
め
、
一
個
小
隊
を
四
機
で
、
一
個
中
隊

を
二
個
小
隊
で
、
そ
れ
ぞ
れ
編
成
す
る
よ
う
改
め
ら
れ
て
い

る
。

　

第
二
小
隊
、
第
三
小
隊
と
、
零
戦
の
発
進
は
切
れ
間
な
く

続
き
、
瞬ま

た
たく
間
に
全
機
が
離
陸
を
終
え
る
。
行
動
の
素す

早ば
や

さ

は
、
積
み
重
ね
た
実
戦
経
験
の
賜た

ま

物も
の

だ
。

　

高
度
を
上
げ
る
に
つ
れ
、
後あ

と

に
し
て
き
た
ル
オ
ッ
ト
島
や

薄
茶
色
の
環か

ん

礁し
ょ
う、
環
礁
の
外が

い

郭か
く

を
形
成
す
る
島
々
が
、
小

さ
く
、
遠
く
な
っ
て
ゆ
く
。

「
空あ

き
巣す

狙ね
ら

い
だ
な
」

　

第
四
小
隊
長
を
務
め
る
千せ

ん

波ば

貴た
か

之ゆ
き

中
尉
は
、
上
昇
を
続
け

な
が
ら
、
敵
の
目も

く

論ろ

見み

を
推す

い

測そ
く

し
た
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
に
展
開
す
る
戦
闘
機
隊
は
、
ル
オ
ッ
ト

の
二
〇
四
空
と
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
の
第
二
〇
一
航
空
隊
、
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第
二
五
一
航
空
隊
だ
が
、
二
〇
一
空
と
二
五
一
空
は
こ
の
日

―
六
月
一
八
日
、
陸り

っ

攻こ
う

隊
に
随ず

い

伴は
ん

し
て
、
タ
ラ
ワ
攻
撃
に

向
か
っ
て
い
る
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
を
守
る
戦
闘
機
隊
は
、
千
波
が
所
属
す
る
二

〇
四
空
の
み
だ
。

　

そ
の
二
〇
四
空
も
、
タ
ラ
ワ
の
米
軍
航
空
部
隊
と
の
戦
い

で
消

し
ょ
う

耗も
う

し
、
定て

い

数す
う

の
五
四
機
を
割
り
込
ん
で
い
る
。

　

本
来
な
ら
一い

っ

旦た
ん

後
方
に
下
が
り
、
機
体
と
搭
乗
員
の
補
充

を
受
け
て
部
隊
を
再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
戦
況
は

そ
れ
を
許
さ
な
い
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
の
日
本
軍
航
空
部
隊
と
タ
ラ
ワ
の
米
軍
航
空

部
隊
は
、
互
い
に
一
歩
も
退ひ

く
こ
と
な
く
、
航
空
攻
撃
の
応お

う

酬し
ゅ
うを
繰
り
広
げ
て
い
る
の
だ
。

　

米
軍
は
航
空
偵
察
や
無
線
の
傍ぼ

う

受じ
ゅ

に
よ
っ
て
、
ク
ェ
ゼ
リ

ン
が
手て

薄う
す

に
な
る
と
き
を
狙
い
、
機
動
部
隊
に
よ
る
攻
撃
を

か
け
て
来
た
の
だ
ろ
う
。

　

零
戦
三
七
機
で
は
、
戦
力
面
で
不
安
が
残
る
が
、
今
は
二

〇
四
空
に
ク
ェ
ゼ
リ
ン
を
守
り
得う

る
か
ど
う
か
が
懸か

か
っ
て

い
た
。

　

高
度
計
の
針
が
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
指
し
た
と
き
、
第

二
中
隊
の
二
番
機
を
務
め
る
磯い

そ

村む
ら

直な
お

孝た
か

飛
行
兵
曹
長
の
機
体

が
、
激
し
く
バ
ン
ク
し
た
。

「
来
た
か
！
」

　

千
波
は
小
さ
く
叫さ

け

び
、
周
囲
の
空
を
見み

渡わ
た

し
た
。

　

敵
機
は
す
ぐ
に
、
視
界
に
入
っ
て
来
た
。

　

ち
ぎ
れ
雲
を
背
に
、
胡ご

麻ま

粒つ
ぶ

を
撒ま

い
た
よ
う
な
小
さ
な
影

が
数
を
増
し
つ
つ
あ
る
。

　

二
〇
機
前
後
を
一
組
と
し
た
梯て

い

団だ
ん

が
四
組
だ
。
数
は
七
〇

機
か
ら
八
〇
機
。
こ
ち
ら
の
約
二
倍
だ
。

「
正

し
ょ
う

念ね
ん

場ば

だ
ぞ
」

　

千
波
は
両
手
で
頬ほ

お

を
は
た
き
、
自み

ず
から
に
気き

合あ

い
を
入
れ
た
。

　

第
二
中
隊
長
田た

口ぐ
ち

昌ま
さ

輝て
る

大
尉
の
零
戦
が
真ま

っ
先さ

き

に
機
体
を

翻
ひ
る
が
えし
、
田
口
が
直
率
す
る
第
三
小
隊
の
二
、
三
、
四
番
機

が
続
く
。

　

千
波
も
後
続
機
に
合あ

い

図ず

を
送
り
、
三
小
隊
に
続
い
て
突
進

す
る
。
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編
成
替
え
以
前
か
ら
組
ん
で
い
る
曽そ

根ね

五ご

郎ろ
う

上
等
飛
行
兵

曹
の
二
番
機
、
三
ヶ
月
前
に
二
〇
四
空
に
配
属
さ
れ
た
岡お

か

田だ

寿ひ
さ

人と

一
等
飛
行
兵
曹
の
三
番
機
と
市い

ち

村む
ら

正し
ょ
う

次じ

二
等
飛
行
兵

曹
の
四
番
機
が
、
千
波
機
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
追つ

い

随ず
い

す
る
。

　

三
七
機
の
零
戦
が
各
小
隊
ご
と
に
分
か
れ
、
左
前
下
方
の

敵
編
隊
に
斬き

り
込こ

ん
で
ゆ
く
。

　

敵
機
も
零
戦
隊
の
姿
を
認
め
た
の
だ
ろ
う
、
緩ゆ

る

や
か
な
角

度
で
左
に
旋
回
し
つ
つ
、
上
昇
し
て
来
る
。

「
…
…
！
」

　

敵
機
の
動
き
を
見
て
、
千
波
は
小
さ
く
叫
ん
だ
。

「
敵
機
は
戦
爆
連
合
。
艦
戦
と
艦か

ん

爆ば
く

が
ほ
ぼ
同
数
。
零
戦
に

正
面
か
ら
向
か
っ
て
来
る
の
は
、
全
体
の
半
数
程
度
」
と
睨に

ら

ん
で
い
た
の
だ
。

　

予
想
に
反は

ん

し
、
敵
機
は
全
機
が
零
戦
に
機
首
を
向
け
つ
つ

あ
る
。

　

艦
爆
や
艦か

ん

攻こ
う

が
、
自
ら
戦
闘
機
に
挑い

ど

み
か
か
っ
て
来
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。

　

敵
は
、
攻
撃
隊
全
機
を
戦
闘
機
で
編
成
し
て
い
た
の
だ
。

　

彼ひ

我が

の
距
離
が
、
み
る
み
る
詰
ま
る
。

　

丸
く
太
い
機
首
や
中

ち
ゅ
う

翼よ
く

配
置
の
主
翼
が
、
視
界
の
中
で

急
速
に
拡
大
す
る
。

　

発
砲
は
、
日
本
側
が
早
い
。

　

先せ
ん

陣じ
ん

を
切
っ
た
田
口
機
の
両
翼
か
ら
二
〇
ミ
リ
弾
の
火か

箭せ
ん

が
ほ
と
ば
し
り
、
後
続
す
る
三
機
も
発
砲
す
る
。

　

開
戦
劈へ

き

頭と
う

の
ル
ソ
ン
島
攻
撃
を
皮か

わ

切き

り
に
、
幾い

く

多た

の
米
軍

機
を
屠ほ

ふ

っ
て
き
た
強
力
な
機
銃
だ
。

　

こ
の
二
月
か
ら
ク
ェ
ゼ
リ
ン
に
来ら

い

襲し
ゅ
う
す
る
よ
う
に
な
っ

た
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞

―
「
空そ

ら

の
要よ

う

塞さ
い

」
の
異い

名み
ょ
う
を
取
る
四
発
重
爆
撃
機
の
分

厚
い
装そ

う

甲こ
う

鈑ば
ん

に
さ
え
、
大
穴
を
穿う

が

つ
威い

力り
ょ
くを
持
つ
。

　

直
径
二
〇
ミ
リ
の
大
口
径
機
銃
弾
が
、
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
４
Ｆ

〝
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
〞
や
ダ
グ
ラ
ス
Ｓ
Ｂ
Ｄ
〝
ド
ー
ン
ト

レ
ス
〞
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
敵
機
を
も
叩た

た

き
墜お

と
す
光
景

を
、
千
波
は
期
待
し
た
。

　

期
待
に
反
し
、
敵
機
が
火
を
噴
く
こ
と
は
な
い
。

　

第
三
小
隊
の
四
機
が
放
っ
た
射し

ゃ

弾だ
ん

は
、
高
空
の
大
気
だ
け
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を
貫つ

ら
ぬい
て
い
る
。

　

敵
機
が
、
千
波
機
に
向
か
っ
て
来
た
。

　

両
翼
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
め
き
、
青あ

お

白じ
ろ

い
曳え

い

痕こ
ん

が
奔ほ

ん

流り
ゅ
う
の
勢
い

で
殺
到
し
て
来
た
。

　

千
波
が
被
弾
を
予
感
し
た
と
き
、
敵
弾
は
右
方
に
逸そ

れ
、

右
主
翼
の
近
く
を
流
れ
去
っ
た
。
相
対
速
度
が
大
き
過
ぎ
、

照
準
を
誤

あ
や
ま

っ
た
よ
う
だ
。

　

敵
機
と
千
波
機
が
す
れ
違
う
。

　

主
翼
と
胴
体
に
描
か
れ
た
星
の
マ
ー
ク
が
千
波
の
目
を
射

る
が
、
一
瞬
後
に
は
千
波
機
の
後
方
へ
と
抜
け
て
い
る
。

　

間か
ん

髪ぱ
つ

入い

れ
ず
、
二
、
三
、
四
番
機
が
、
千
波
機
の
左
前
方

か
ら
向
か
っ
て
来
る
。

　

距
離
が
詰
ま
る
時
間
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
短
い
。
Ｆ
４

Ｆ
と
の
戦
闘
で
は
、
一
度
も
感
じ
た
こ
と
が
な
い
。

　

千
波
は
咄と

っ

嗟さ

に
、
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
左
右
に
倒
し
た
。

　

零
戦
の
機
体
が
振ふ

り
子こ

の
よ
う
に
振
ら
れ
、
コ
ク
ピ
ッ
ト

の
両
脇
や
翼
端
付
近
を
、
青
白
い
火
箭
が
通
過
し
た
。

　

射
弾
を
放
っ
た
敵
機
が
、
千
波
機
の
真
下
を
、
あ
る
い
は

左
右
を
、
猛
速
で
通
過
す
る
。

　

敵
機
が
巻
き
起
こ
す
風
に
、
機
体
が
煽あ

お

ら
れ
そ
う
だ
。
重

量
は
、
明
ら
か
に
敵
機
の
方
が
大
き
い
。

　

千
波
が
、
射
弾
を
浴
び
せ
る
機
会
は
な
い
。
相
対
速
度
が

大
き
す
ぎ
、
射
撃
の
機
会
を
掴つ

か

め
な
い
。

　

発
射
把は

柄へ
い

に
力
を
込
め
よ
う
と
し
た
と
き
に
は
、
敵
機
は

後
方
に
飛
び
去
っ
て
い
る
の
だ
。

（
Ｆ
４
Ｆ
じ
ゃ
な
い
）

　

鋭
い
戦せ

ん

慄り
つ

と
共
に
、
千
波
は
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
悟さ

と

っ
た
。

　

Ｆ
４
Ｆ
と
は
、
タ
ラ
ワ
環
礁
の
上
空
で
何
度
も
交
戦
し
て

い
る
。
正
面
か
ら
の
機
銃
戦
で
あ
れ
、
旋
回
格
闘
戦
で
あ
れ
、

速
度
感
覚
は
覚お

ぼ

え
て
い
る
。

　

今
、
戦
っ
て
い
る
敵
機
は
、
形
状
こ
そ
Ｆ
４
Ｆ
に
似
て
い

る
が
、
Ｆ
４
Ｆ
よ
り
ず
っ
と
速
い
。

　

明
ら
か
に
、
別
の
機
種
だ
。

　

新
た
な
敵
機
が
二
機
、
下
か
ら
突
き
上
げ
る
格か

っ

好こ
う

で
距
離

を
詰
め
て
来
る
。
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千
波
は
操
縦
桿
を
前
方
に
押
し
込
み
、
機
首
を
下
げ
た
。

　

照
準
器
の
白
い
環わ

が
敵
機
を
捉
え
る
や
、
発
射
把
柄
を
握

っ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
敵
機
の
両
翼
に
も
発
射
炎
が
閃
い
た
。

　

上
方
か
ら
放
っ
た
二
〇
ミ
リ
弾
の
火
箭
と
、
敵
機
が
放
っ

た
多
数
の
火
箭
が
交こ

う

錯さ
く

す
る
。

　

下
か
ら
上
に
放
っ
た
た
め
だ
ろ
う
、
敵
弾
は
千
波
機
の
手

前
で
下
方
に
逸
れ
た
が
、
千
波
が
放
っ
た
二
〇
ミ
リ
弾
も
下

向
き
の
カ
ー
ブ
を
描
い
て
虚こ

空く
う

に
消
え
て
い
る
。

　

敵
一
番
機
と
す
れ
違
っ
た
直
後
に
は
、
二
番
機
が
目
の
前

に
迫
っ
て
い
る
。

　

千
波
は
咄
嗟
に
、
操
縦
桿
を
左
に
倒
し
、
左
フ
ッ
ト
バ
ー

を
軽
く
踏
ん
だ
。

　

零
戦
が
ほ
と
ん
ど
横
倒
し
に
な
り
、
敵
の
新
型
機
が
九
〇

度
回
転
し
た
。

　

敵
弾
の
青
白
い
曳
痕
が
、
右
主
翼
を
か
す
め
て
通
過
す
る
。

　

敵
機
が
後
方
に
抜
け
た
直
後
、
千
波
機
は
左
の
翼
端
を
支

点
に
す
る
形
で
旋
回
し
た
。

　

垂
直
旋
回
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
、
敵
機
の
後
ろ
に
回
り

込
ん
だ
の
だ
。

　

機
体
が
水
平
に
戻
る
と
同
時
に
、
千
波
は
発
射
把
柄
を
握

っ
た
。

　

両
翼
に
発
射
炎
が
閃
き
、
太
い
火
箭
が
噴
き
延
び
た
。

　

二
〇
ミ
リ
弾
が
狙
い
過あ

や
また
ず
、
敵
機
の
尾
部
を
捉
え
る
か

―
と
思
い
き
や
、
火
箭
は
そ
の
手
前
で
弓
な
り
の
弾
道
を

描
き
、
下
方
へ
と
消
え
た
。

　

敵
機
は
猛
速
で
、
千
波
機
を
振
り
切
っ
て
い
る
。

「
く
そ
っ
た
れ
！
」

　

千
波
は
、
思
わ
ず
罵ば

声せ
い

を
漏も

ら
し
た
。

　

相
手
が
Ｆ
４
Ｆ
な
ら
、
主
翼
を
叩
き
折
る
か
、
胴
体
を
引

き
裂
い
た
は
ず
だ
。

　

こ
の
新
型
機
に
、
同
じ
手
は
通
じ
な
い
。

　

速
度
性
能
で
Ｆ
４
Ｆ
は
お
ろ
か
、
零
戦
を
も
上
回
っ
て
い

る
。
フ
ル
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
で
逃
げ
ら
れ
た
ら
、
捕ほ

捉そ
く

す
る
術す

べ

は
な
い
。

　

千
波
は
危
険
を
感
じ
、
後
方
を
振
り
返
っ
た
。
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新
た
な
敵
機
が
、
背
後
か
ら
迫
り
つ
つ
あ
る
。

　

千
波
は
、
咄
嗟
に
操
縦
桿
を
左
に
倒
し
た
。

　

零
戦
が
大
き
く
傾か

た
むき
、
急
角
度
で
旋
回
を
開
始
し
た
。

　

Ｆ
４
Ｆ
や
カ
ー
チ
ス
Ｐ
40
〝
ウ
ォ
ー
ホ
ー
ク
〞、
ロ
ッ
キ

ー
ド
Ｐ
38
〝
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
〞
な
ら
、
こ
こ
か
ら
の
形
勢
逆

転
が
可
能
だ
。
旋
回
格
闘
戦
に
な
れ
ば
、
零
戦
に
勝
て
る
敵

機
は
な
い
。

　

後
方
の
敵
機
が
射
弾
を
放
っ
た
の
だ
ろ
う
、
右
主
翼
の
翼

端
付
近
を
火
箭
が
通
過
す
る
。

　

首
を
ね
じ
曲
げ
る
と
、
視
界
に
敵
機
が
入
っ
て
来
る
。
こ

れ
ま
で
よ
り
、
距
離
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

千
波
は
、
操
縦
桿
を
右
に
倒
し
た
。

　

左
に
旋
回
し
て
い
た
零
戦
が
、
一い

っ

転て
ん

し
て
右
に
傾
き
、
逆

方
向
に
旋
回
を
開
始
し
た
。

　

目
ま
ぐ
る
し
い
方
向
転
換
に
よ
っ
て
頭
が
振
り
回
さ
れ
、

目
が
回
り
そ
う
だ
。
遠
心
力
は
見
え
ざ
る
万ま

ん

力り
き

と
化
し
、
肉

体
を
締
め
上
げ
る
。

　

敵
新
型
機
は
執し

つ

拗よ
う

だ
。

　

右
旋
回
に
転
じ
た
千
波
機
の
後
を
、
な
お
も
追
っ
て
来
る
。

　

得
意
の
小
回
り
転
回
に
よ
っ
て
背
後
に
回
り
込
め
る
は
ず

が
、
容
易
に
後
ろ
を
取
ら
せ
な
い
。

　

じ
り
じ
り
と
距
離
を
詰
め
、
一
連
射
を
放
っ
て
来
る
。

（
や
ら
れ
る
―
！
）

　

そ
う
直
感
し
た
と
き
、
後
方
か
ら
の
圧
迫
感
が
消
え
た
。

　

後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
敵
新
型
機
が
黒こ

く

煙え
ん

を
噴
き
出
し
、

高
度
を
下
げ
て
ゆ
く
様
子
が
見
え
た
。

　

千
波
機
の
右
後
方
に
、
僚
機
の
機
影
が
見
え
る
。

　

小
隊
二
番
機
の
曽
根
上
飛
曹
の
零
戦
だ
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
旋
回
を
繰
り
返
す
千
波
機
を
見
失
う
こ
と

な
く
、「
一
番
機
の
援え

ん

護ご

」
と
い
う
二
番
機
の
役
割
を
果
た

し
て
く
れ
た
の
だ
。

　

小
隊
の
三
、
四
番
機
は
、
千
波
や
曽
根
の
動
き
に
付
い
て

来
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
姿
が
見
え
な
か
っ
た
。

　

こ
の
と
き
、
戦
場
は
ル
オ
ッ
ト
島
の
上
空
を
通
り
過
ぎ
、

礁
湖
の
真
上
に
も
つ
れ
込
ん
で
い
る
。

　

空
中
か
ら
湖
面
に
向
か
っ
て
、
何
条
も
の
黒
煙
が
伸
び
て
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い
る
が
、
そ
れ
も
猛
速
で
飛
び
回
る
零
戦
や
敵
新
型
機
の
主

翼
が
切
り
裂
き
、
プ
ロ
ペ
ラ
に
巻
き
込
ん
で
、
吹
き
飛
ば
す
。

　

時と
き

折お
り

、
被
弾
の
炎
が
空
中
に
躍お

ど

り
、
敵
弾
を
受
け
た
機
体

が
大
き
く
よ
ろ
め
く
。

　

右
主
翼
の
中
央
に
敵
弾
を
受
け
た
零
戦
が
、
二
〇
ミ
リ
弾

の
誘ゆ

う

爆ば
く

に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
砕く

だ

け
散
っ
た
主
翼
の

破
片
や
引
き
裂
か
れ
た
胴
体
の
残ざ

ん

骸が
い

が
白
煙
を
引
き
な
が
ら
、

礁
湖
に
落
ち
て
ゆ
く
。

　

敵
機
に
背
後
を
取
ら
れ
、
至
近
距
離
か
ら
火
箭
を
撃
ち
込

ま
れ
た
零
戦
が
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
を
粉ふ

ん

砕さ
い

さ
れ
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ

ン
の
断
片
や
風ふ

う

防ぼ
う

ガ
ラ
ス
の
破
片
を
撒
き
散
ら
し
な
が
ら
墜

落
す
る
。

　

背
後
を
取
っ
た
敵
機
を
や
り
過
ご
す
べ
く
、
緩ス

ロ
ー
・
ロ
ー
ル

横
転
を
か

け
た
零
戦
の
真
上
か
ら
、
別
の
敵
機
が
射
弾
を
あ
び
せ
る
。

　

背
面
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
下し

た

腹は
ら

を
撃
た
れ
た
零
戦
は
、
エ

ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ
ン
グ
と
胴
体
の
合
わ
せ
目
付
近
か
ら
火
を

噴
き
、
白
煙
を
引
き
ず
り
な
が
ら
墜
落
す
る
。

　

零
戦
も
、
果か

敢か
ん

に
反
撃
す
る
。

　

背
後
を
敵
機
に
取
ら
れ
た
零
戦
が
、
射
弾
を
浴
び
る
寸す

ん

前ぜ
ん

に
垂
直
旋
回
を
か
け
、
位
置
を
入
れ
替
え
る
。

　

後
ろ
に
回
ら
れ
た
敵
機
が
、
フ
ル
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
で
振
り

切
る
よ
り
も
早
く
、
零
戦
の
両
翼
か
ら
火
箭
が
ほ
と
ば
し
り
、

敵
機
の
主
翼
に
突
き
刺
さ
る
。

　

付
け
根
付
近
を
大
き
く
抉え

ぐ

ら
れ
た
右
主
翼
が
、
風
圧
に
負

け
て
後
方
に
折
れ
曲
が
り
、
ち
ぎ
れ
飛
ぶ
。

　

片
方
の
揚よ

う

力り
ょ
く
を
失
っ
た
敵
機
は
、
錐き

り

揉も

み
状
に
回
転
し

な
が
ら
墜
落
し
、
空
中
の
戦
場
か
ら
姿
を
消
す
。

　

二
機
一
組
で
ジ
グ
ザ
グ
状
に
飛
び
、
零
戦
一
機
を
追
い
詰

め
て
い
た
敵
機
の
横
合
い
か
ら
、
別
の
零
戦
が
射
弾
を
浴
び

せ
る
。

　

真
横
か
ら
二
〇
ミ
リ
弾
を
撃
ち
込
ま
れ
た
敵
機
は
、
エ
ン

ジ
ン
付
近
か
ら
黒
煙
を
噴
き
出
し
、
機
首
を
傾
け
て
高
度
を

下
げ
る
。

　

僚
機
を
失
っ
た
敵
機
は
、
形
勢
不ふ

利り

を
悟
っ
た
の
か
、
機

体
を
右
に
横
転
さ
せ
、
垂
直
降
下
に
よ
っ
て
離
脱
す
る
。

　

零
戦
は
得
意
の
小
回
り
転
回
を
活
か
し
て
好こ

う

射し
ゃ

点て
ん

を
占し

め
、
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敵
機
を
一
機
、
二
機
と
墜
と
し
て
い
る
が
、
全
般
的
な
戦
況

は
不
利
だ
。

　

被
弾
し
、
火
を
噴
い
て
墜
落
し
て
ゆ
く
機
体
は
、
明
ら
か

に
零
戦
の
方
が
多
い
。

　

礁
湖
に
は
、
墜
落
機
が
上
げ
た
波は

紋も
ん

が
幾
つ
も
広
が
り
、

燃
え
残
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
が
油ゆ

膜ま
く

を
作
っ
て
い
る
。

　

千
波
も
、
曽
根
も
、
味
方
の
不
利
を
知
る
術
は
な
い
。

　

後
方
か
ら
、
あ
る
い
は
横
合
い
か
ら
突
っ
込
ん
で
来
る
敵

を
か
わ
し
、
あ
る
い
は
目
の
前
に
現
れ
る
敵
機
に
射
弾
を
叩

き
込
む
だ
け
で
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

だ
。

　

敵
機
に
二
〇
ミ
リ
弾
を
撃
ち
込
み
、
火
を
噴
か
せ
て
も
、

撃
墜
を
見み

極き
わ

め
る
余よ

裕ゆ
う

は
な
い
。

　

敵
機
が
視
界
の
外
に
消
え
た
と
き
に
は
、
ま
た
別
の
敵
機

が
迫
っ
て
い
る
。

　

と
も
す
れ
ば
、
生
き
残
っ
て
い
る
の
は
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
い
か
、
と
錯さ

っ

覚か
く

す
る
ほ
ど
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
時
折
敵
機
と
飛
び
交
い
、
上
下
左
右
に
旋
回

を
繰
り
返
す
零
戦
の
姿
が
視
界
に
入
る
。

　

二
〇
四
空
の
戦
友
は
、
ま
だ
健
在
な
の
だ
。

「
負
け
ぬ
！
」

　

千
波
は
小
さ
く
叫
ん
で
、
自
身
に
気
合
い
を
入
れ
た
。

　

自
分
と
曽
根
が
墜
と
さ
れ
た
ら
、
そ
の
分ぶ

ん

味
方
が
苦
し
く

な
る
。

　

何
よ
り
も
、
こ
こ
は
ク
ェ
ゼ
リ
ン
だ
。
日
本
軍
の
基
地
で

あ
り
、
友
軍
の
将
兵
も
見
守
っ
て
い
る
。

　

苦
し
く
と
も
、
踏
み
と
ど
ま
る
以
外
に
な
い
。

　

ま
た
新
た
な
敵
機
が
二
機
、
千
波
機
の
左
前
方
か
ら
向
か

っ
て
来
る
。

　

二
番
機
は
、
一
番
機
の
右
後
方
か
ら
援
護
す
る
態
勢
だ
。

　

千
波
は
操
縦
桿
を
前
方
に
押
し
込
み
、
機
首
を
下
げ
た
。

　

敵
機
の
両
翼
に
閃せ

ん

光こ
う

が
走
り
、
火
箭
が
殺
到
し
て
き
た
と

き
に
は
、
千
波
機
は
そ
こ
に
は
い
な
い
。
無
数
の
敵
弾
の
真

下
を
く
ぐ
り
抜
け
、
敵
機
の
下
腹
に
潜
り
込
ん
で
い
る
。

　

千
波
は
、
操
縦
桿
を
目め

一い
っ

杯ぱ
い

手
前
に
引
き
つ
け
、
左
上
昇

反
転
を
か
け
た
。

　

視
界
の
中
で
、
空
が
目
ま
ぐ
る
し
く
回
転
す
る
。
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反
転
を
終
え
、
機
体
を
水
平
に
戻
し
た
と
き
に
は
、
千
波

は
敵
二
番
機
を
照
準
器
の
環
に
捉
え
て
い
る
。

　

敵
機
の
主
翼
や
胴
体
の
一
部
が
、
照
準
器
の
環
の
外
に
は

み
出
す
ほ
ど
の
近
距
離
だ
。

　

今
度
こ
そ
―
そ
の
意
を
込
め
て
、
千
波
は
発
射
把
柄
を

握
っ
た
。

　

重お
も

々お
も

し
い
連
射
音
と
共
に
、
太
い
火
箭
が
噴
き
延
び
た
。

二
〇
ミ
リ
弾
の
赤
い
曳
痕
が
狙
い
過
た
ず
、
敵
機
の
垂
直
尾

翼
や
胴
体
を
捉
え
た
。

　

火
花
が
散
り
、
む
し
り
取
ら
れ
た
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
破
片

が
飛
び
散
る
。
被
弾
の
衝
撃
に
耐
え
か
ね
た
か
の
よ
う
に
、

敵
機
が
よ
ろ
め
く
。

　

機
首
を
下
げ
て
礁
湖
に
突
っ
込
む
か
、
と
思
っ
た
が
、
千

波
の
期
待
に
反
し
、
敵
機
は
墜
ち
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

姿
勢
を
立
て
直
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

千
波
は
、
今い

ま

一い
ち

度ど

発
射
把
柄
を
握
っ
た
。
次
の
一
連
射
が

と
ど
め
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　

両
翼
に
、
発
射
炎
が
閃
く
こ
と
は
な
い
。
発
射
把
柄
を
握

っ
て
も
、
空く

う

虚き
ょ

な
音
を
立
て
る
だ
け
だ
。

　

元も
と

々も
と

二
〇
ミ
リ
弾
は
、
携け

い

行こ
う

弾
数
が
少
な
い
。

　

敵
機
の
速
度
性
能
に
惑ま

ど

わ
さ
れ
、
何
度
も
空か

ら

振ぶ

り
を
繰
り

返
し
た
た
め
、
撃う

ち
尽つ

く
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

千
波
は
罵
声
を
漏
ら
し
な
が
ら
も
、
機
銃
の
切
り
替
え
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。

　

発
射
把
柄
を
握
る
と
同
時
に
、
目
の
前
に
閃
光
が
走
り
、

細
い
火
箭
が
噴
き
延
び
た
。

　

機
首
二
丁
の
七
・
七
ミ
リ
固
定
機
銃
だ
。

　

二
〇
ミ
リ
機
銃
に
比
べ
れ
ば
非
力
だ
が
、
敵
機
は
手て

負お

い

だ
。
七
・
七
ミ
リ
で
も
墜
と
せ
る
は
ず
だ
。

　

七
・
七
ミ
リ
弾
の
曳
痕
が
、
敵
機
に
吸
い
込
ま
れ
る
。
主

翼
、
胴
体
、
水
平
尾
翼
と
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
命
中
す
る
。

「
こ
れ
で
も
か
、
ま
だ
駄
目
か
！
」

　

罵
声
を
放
ち
な
が
ら
、
一
連
射
、
二
連
射
、
三
連
射
と
射

弾
を
放
つ
。

　

七
・
七
ミ
リ
弾
の
曳
痕
が
、
主
翼
と
い
わ
ず
胴
と
い
わ
ず

突
き
刺
さ
る
が
、
敵
機
は
墜
ち
な
い
。
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先
に
二
〇
ミ
リ
弾
を
撃
ち
込
ん
だ
と
き
に
は
、
今
に
も
墜

落
し
そ
う
に
ふ
ら
つ
い
た
が
、
今
度
は
揺ゆ

る
ぎ
も
し
な
い
。

（
七
・
七
ミ
リ
で
は
力
不
足
か
）

　

そ
の
こ
と
を
、
千
波
は
悟
っ
た
。

　

二
〇
ミ
リ
機
銃
で
も
、
一
撃
で
は
墜
と
せ
な
か
っ
た
機
体

だ
。
七
・
七
ミ
リ
機
銃
で
は
、
撃げ

き

墜つ
い

ど
こ
ろ
か
手て

傷き
ず

を
負
わ

せ
る
こ
と
す
ら
難
し
い
。

　

前
方
の
敵
機
が
、
機
体
を
翻
し
た
。

　

左
に
回
転
し
、
翼
端
を
先
に
し
て
垂
直
降
下
に
入
っ
た
。

「
逃
が
さ
ん
！
」

　

千
波
も
一
声
叫
び
、
操
縦
桿
を
左
に
倒
し
た
。

　

初は
つ

見け
ん

参ざ
ん

の
新
型
機
に
零
戦
が
対
抗
で
き
る
こ
と
を
実
証
し

た
い
。
何
と
し
て
も
、
一
機
撃
墜
の
戦
果
を
上
げ
た
い
。

　

左
に
横
転
し
た
零
戦
が
、
垂
直
降
下
に
転
じ
る
。

　

見
え
な
い
斜
面
を
滑
り
降
り
る
よ
う
に
し
て
降
下
し
、
逃

げ
る
敵
機
に
追
い
す
が
る
。

　

距
離
を
詰
め
、
今
度
こ
そ
と
ど
め
を
―
と
目
論
む
が
、

敵
機
と
の
差
は
開
く
一
方
だ
。

　

米
軍
機
に
独
特
の
太
く
ご
つ
い
機
影
が
み
る
み
る
小
さ
く

な
り
、
千
波
機
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
。

「
畜ち

く

生し
ょ
う

！
」

　

千
波
は
舌し

た

打う

ち
し
つ
つ
、
引
き
起
こ
し
を
か
け
た
。

　

降
下
速
度
は
、
敵
機
の
方
が
上
だ
。
追
撃
は
、
諦あ

き
らめ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

上
昇
に
転
じ
よ
う
と
し
た
と
き
、
風
防
ガ
ラ
ス
が
光
っ
た
。

　

青
白
い
曳
痕
の
連
な
り
が
、
風
防
の
右
脇
を
か
す
め
、
前

方
へ
と
抜
け
た
。

　

千
波
は
失し

っ

態た
い

を
悟
っ
た
。

　

敵
一
機
を
追
い
求
め
る
あ
ま
り
、
後
方
へ
の
警
戒
を
怠

お
こ
た

っ
た
の
だ
。

　

千
波
は
、
操
縦
桿
を
左
に
倒
し
た
。

　

零
戦
が
ほ
と
ん
ど
横
倒
し
に
近
い
角
度
ま
で
傾
き
、
左
旋

回
を
開
始
し
た
。

　

後
方
か
ら
、
二
機
が
追
い
す
が
っ
て
来
る
。

　

敵
機
が
新
た
な
射
弾
を
放
っ
た
の
だ
ろ
う
、
風
防
の
左
脇

を
敵
弾
が
か
す
め
る
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




